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令和 5 年度食の安全・安心モニター 第 2 回調査実施結果（意見モニター） 

 

Ⅰ 調査期間および報告者数  

調査期間 ：令和 5 年 9 月 

報告者数 ：231 名 （意見モニター委嘱者 260 名） 

報 告 率 ：88.9 ％ 

Ⅱ 調査結果 

以下の問 1 から問 8 までの設問についてアンケート形式で調査を実施したところ、モ

ニター委嘱者 260 名中 231 名から回答があった。その結果を以下に取りまとめた。 

問 1 あなたの年代を教えてください。 

問 2 あなたは食品を購入するときに、国産品か輸入食品かを気にしますか。（複数選択

可） 

問 3 輸入食品について、どのようなイメージをお持ちですか。（複数回答可） 

問 4 輸入食品の安全性についてどう思いますか。 

問 5 輸入食品の安全性が心配な方へ。 安全性に関して不安な点は何ですか。（複数回

答可） 

問 6 輸入食品も国産品も日本国内で流通する食品は、すべて同じ安全性の基準が適用

されることを知っていますか 

問 7 下の文章について、輸入食品の安全性確保の取り組みについてご存じでしたか。 

◎輸入食品の安全性確保は、①輸出国段階、②輸入時の水際段階、③国内流通段階

の 3 段階で対策が実施されています。 

①「輸出国段階」 

厚生労働省では、輸出国の生産等の段階における法違反の未然防止・再発防止の

ため、二国間協議、現地調査、輸出国制度調査、技術協力等の取組により、輸出

国における安全対策の推進を図っています。 

②「輸入時の水際段階」 

食品を輸入する場合には、厚生労働大臣への届出が義務付けられており、この届

出をもとに、全国各地の国の検疫所が審査します。はじめて輸入される食品や審

査で検査が必要と判断された場合などには、検疫所が検査を行うほか、必要に応

じて検査を受けるよう命じています。 

検査の結果、病原微生物による汚染、食品等の規格基準不適合など、食品衛生法

違反と判断された場合は、廃棄や輸出国への積戻しなどの措置がとられます。 

③「名古屋市での監視指導体制」 

市内を流通する輸入食品等は、本市の監視指導計画に基づいて、市内で製造さ

れる食品と同様に監視指導を実施し、必要に応じ収去検査を行っています。 

問 8 輸入食品の安全性について日ごろ感じていることがありましたらご記入ください。

（自由記載） 
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問 1 あなたの年代を教えてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  問 1 回答数 

1 10 代 2 

2 20 代 11 

3 30 代 50 

4 40 代 63 

5 50 代 63 

6 60 代 28 

7 70 代 12 

8 80 代以上 2 

   計 231 
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問 2 あなたは食品を購入するときに、国産品か輸入食品かを気にしますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 3 輸入食品について、どのようなイメージをお持ちですか。（複数回答可） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 問 2 回答数 

1 気にする 126 

2 食品分類や産地によっては気にする 96 

3 気にしない 9 

  計 231 

 問 3 回答数 

① 低価格である 127 

② 食料自給率から見て、海外から多くの食品を輸入している 139 

③ 多種多様な食品があり、海外の食文化を楽しむことができる 106 

④ 特にイメージはない 4 

⑤ その他 19 
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問 4 輸入食品の安全性についてどう思いますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 5 輸入食品の安全性が心配な方へ安全性に関して不安な点は何ですか。（複数選択可）

<問 3 で 2 又は 3 と回答した人のみ>：213 名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 問 4 回答数 

1 特に不安はない 20 

2 少し不安である  153 

3 不安である  58 

 計 231 

 問 5 回答数 

1 農産物に使われた残留農薬 167 

2 食品添加物 156 

3 国内と海外の基準の違い 153 

4 その他 13 
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問 6 輸入食品も国産品も日本国内で流通する食品は、すべて同じ安全性の基準が適用 

     されることを知っていますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 7  輸入食品の安全性確保の取り組みについてご存じでしたか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 問 6 回答数 

1 知っている 44 

2 知らない 187 

  計 231 

 問 7 回答数 

① 知っていた 2 

② 少し知っていた 67 

③ 知らなかった 162 

  計 231 
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問 7 輸入食品の安全性について日ごろ感じていることがありましたらご記入ください。（自

由記載） 

（主な感想・意見・疑問等） 

・輸入食品も国産品と同じ安全性の基準が適用されていることを初めて知り、自分の勉強

不足を感じた。しかしながら、過去の輸入食品の健康被害は印象が強く、今後も特定の

輸入食品は買わないと思う。 

・輸入食品が安全に管理されているとはいえ、やはり国によって考え方に違いがあるので

どうしても国産が安全だと思ってしまう。 

・安全性やリスクが客観視できる評価や情報提供、講習会、セミナーがあるとよい。産地

表示について不安がある。最近は地産地消が一番よいのかなと思っている。 

・輸入、国内問わず流通している食品の安全性確保の取り組みについてもっとわかりやす

い言葉で具体的に知りたい。 

・輸入食品の安全基準について､詳しく知る機会がないので、購入時に何かわかりやすく説

明がある(スーパーなどで販売している商品の横に、説明書きなどを掲示する等)などし

ていただけるとありがたい。 

 


